
豊かな心 ①学年に応じた人権教育や道徳教育の充実を図り、外部講師を招いたり読書活動を通したりして、児童の人権
感覚を養う。②場を工夫したたてわり活動を行い、思いやりと感謝の気持ち、自他を大切にする心を育てる。③｢
笑顔であいさつ」を合い言葉に、自然に挨拶ができるようにする。担当 徳部会

豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

令和４年度

中期取組目標

〇子どもたちが豊かなかかわり合いの中で、それぞれのよさを発揮できる学校づくりを目指します。
　・1年目は、特に対話的に学ぶ学習を取り入れ、授業改善を図ります。
　・2年目は、協働的な学習活動を進めていきます。
　・3年目は、一人ひとりのよさを認め合い、自己肯定感を高められるようにします。
〇地域との交流や様々な人とかかわる学習を充実させ、地域に愛着をもつ心を育てます。
　・3年間を通して、地域とのかかわりをもった学習を充実させ、楽しく学校生活が送れるようにします。

横浜市立 さつきが丘小学校

学校教育目標

「自ら　まなびあい　みとめあい　ともにのびよう　さつきっ子」
○自ら学び続け、共に学び合う子を育てます。（知）
○互いの違いを認め合い、思いやりのある子を育てます。（徳）
○心と体を鍛え、自分や人の生命と体を大切にする子を育てます。（体）
○地域の人・もの・自然とかかわり合いながら、共に生きる子を育てます。（公）
○様々な人とのコミュニケーションを大切にし、社会に視野を広げる子を育てます。（開）

＜言語活用能力＞
＜認め合う力＞

具体化した資質・能力

感じたことを言葉にする力　　　伝える内容を明確にする力

自分の良さを見つける力　　　　相手の良さを認められる力

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

（１）豊かな心に関わる児童の実態
・素直で、言われたことは努力しようとする子が多い。
・困っている友達がいると、手伝ったり優しく声をかけ
たりすることができる。
・一方で、自分からすすんで何かをしようとすることが
苦手で、すぐに「どうしたらいい。」と聞きに来ることが
多い。
・自己肯定感が低く、自分の思いや考えを伝えられな
いことがある。

（２）これまでの学校の取組状況
・たてわり活動が制限されている中でも、ペア学年と
のかかわりを工夫しながら深められている。
・児童会のあいさつ運動が定着してきている。自分か
らあいさつしようとする様子も見られるようになってき
ている。
・あのねタイムやYPアセスメントにより、児童の様子を
把握し、学年・児童支援専任等で共通理解を図るよう
取り組んでいる。
・横浜こども会議の取組を通して、いじめについて全
校で考えることができた。引き続き取り組んでいきた
い。

人権教育や道徳教育、たてわり活動などのふれあい活動を通し、コミュニケーション力を
高め、自己有用感や思いやりの心を育てる。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

〇道徳授業の推進
・ 道徳教育や人権教育の充実を図り、外部の講師を招いたり、読書活動を推進したりして、児
童の人権感覚を養う。
〇異年齢集団による豊かな心の育成
・定期的なペア活動を中心に、異年齢集団活動を充実させ、思いやりと感謝の気持ち、自他を
大切にする心を育てていく（ペア学年交流・委員会、クラブ活動、等）。
〇読書活動の推進
・読書活動を推進し、豊かな感性・情操を育む。
〇「あいさつ運動」の推進
・｢笑顔であいさつ」を合い言葉に、児童会活動による児童の主体的な活動を支援しながら、気
持ちの良い挨拶の定着を図る。
〇Y-Pアセスメントやキャリアパスポートを活用した児童の豊かな心の育成
・意図的・計画的な実施を図り、児童の心の変容を捉える。

下
半
期

〇道徳授業の充実
・道徳の授業において、具体的な事柄や葛藤について深く考えることができ、互いに学びあえる
よう努める。また、他の教育活動と結びつけて子どもたちの実態に合わせた道徳教育・人権意
識・社会的スキルの育成を行う。
〇異年齢集団による豊かな心の育成
・引き続き、定期的なペア活動を中心に、学級集団だけではない異年齢同士のつながりを築くよ
うにする。
〇情操教育の推進
・芸術活動や読書活動を行い、豊かな心情を育てる。挨拶運動などの全校での取組を通し、豊
かな人間関係を結ぶ心情を育てる。
〇Y-Pアセスメントやキャリアパスポートを活用し、成果と課題へ導く
・次年度に向けた児童一人ひとりの成果と課題を確認し、丁寧に引き継ぎをする。また、学校と
しての指導指導の在り方を振り返る。

健やかな体の育成プラン

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

学力向上アクションプラン

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

生きてはたらく知 ①個に応じた支援を充実し、算数、国語を中心に基礎基本の確実な定着を図る。②ICT機器をより活用し、主体
的、協働的、対話的な活動を取り入れ子ども一人ひとりがすすんで問題解決していく力を育む。③学校図書館の
計画的な利用や読書活動を推進し、本に親しみ､学ぶ力を高める。

健やかな体 ①児童の運動に対する意識向上を図り、免疫力に対する関心を高める。②年間を通して避難訓練を中心とした
安全教育を計画的に実施し、児童の「自分の命は自分で守る」という意識を高める。③手洗いや消毒など病気に
かからない生活習慣や環境を継続して整えていくことを通して、免疫に対する関心を高める。担当 知部会 担当 体部会

今年度の目標

（１）学力に関わる児童の実態
・学年が上がるごとに児童間の学力差が広がってい
る。基礎・基本の積み重ねが希薄な児童が見られ、学
習課題の把握でつまづいている児童が見られる。
・前年度にICT機器の活用を進めてきたことで、少しず
つタブレットの扱いに慣れ、様々な学習場面で問題解
決のツールとしてタブレットを活用することができるよ
うになってきた。
・学校司書との連携により、学習に関わる本の学年貸
し出しを毎月行い、読書に親しむ児童が増えてきてい
る。

（２）これまでの学校の取組状況
・保護者・本人の同意を得て、特別支援学習（さつき
ルーム）を実施し、学習面で課題を持つ児童に支援を
続けている。
・高学年では教科担任制を取り入れ、教材研究をより
深めて授業づくりに取り組んでいる。
・学年研を重視し、児童理解や教材研究を協働で行
いながら授業づくりを行い、授業力向上につなげてい
る。
・重点研究を核に据えながら、児童の言語活動能力
の向上をめざし、豊かな言語環境を育むよう取り組ん
でいる。

基礎・基本の確実な定着を図るとともに、主体的に問題解決をしていく学習を通し、考え
る力や表現する力の育成を目指す。

全校児童が継続して運動し、免疫力を高めることを意識し、病気に負けない体づくりをす
る。

目標を実現するための具体的行動プラン

下
半
期

〇日々の実践における授業改善の取組
・学力・学習状況調査の結果を参考にしながら、学力向上に必要な力を確認し授業改善に生か
す。
〇キャリアステージを生かした授業改善の取組
・メンター研での研究計画を受けて、それぞれのキャリアステージでメンター研該当者以外の教
員が関わる機会を設ける。
・2年次研・3年次研・リーダーシップ研・ミドルリーダー研で実施する校内公開授業の計画を重点
研とつなげて計画し、該当者以外の教員も授業改善の機会として生かす。
〇研究授業を通した授業改善の取組
・研究主題の実現を目指し、国語科で一人一回研究授業を行う。
・各教科・領域において、友達と伝え合ったことの価値を全体で共有したり、よさを認め合ったり
する場面を取り入れる。

下
半
期

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

〇日々の実践における授業改善の取組
・週案を日々の授業改善のサイクルとして活用する（通年）。
・学年研の共通項目に「そうだんタイム（教科指導）」を位置付け、学年研究の力を高める（通
年）。
・学習評価の在り方を確認し、計画的に実施しながら自らの授業改善（PDCA)に取り組む。
〇キャリアステージを生かした授業改善の取組
・メンター研での研究計画を受けて、メンター研該当者以外の教員が関わる機会を設ける。→該
当者以外の教員も授業改善の機会として生かす。
〇研究授業を通した授業改善の取組
・研究主題〈言語活動の充実を図り、主体的に学び、認め合う資質・能力を育む～分かる喜びを
味わえる授業の創造を目指して～〉の実現を目指し、国語科で一人一回研究授業を行う。
・各教科・領域において、自分の思いや考えをわかりやすく友達に伝えたり、友達の思いを受け
とめたりする場面を多く作るようにする。
・研究の日常化をめざし、教師主導の授業から、子どもが主体的に問題解決に臨むための支援
の在り方を模索する。

上
半
期

〇一校一実践のチャレンジタイム
・体力づくりを通して免疫に対する関心を高めることを目指して計画を立て、実施する。
〇体育・保健・家庭科・特別活動による、教科横断的な授業工夫の実施
・年度当初に各学年で年間計画を見直し、児童の運動量を確保するため、同じ領域を同時に行
わないようにしたり、学年ごとに体育館の割り当てを続けて組み、用具の準備の時間を短縮した
りして、授業内容の工夫を図る。
・食育や日々の手洗い指導や毎年行っている歯磨きカレンダーなど、児童自身が免疫や健康へ
の意識が高められるよう、栄養士や養護教諭と協働した授業を意図的・計画的に実施する。
〇避難訓練や職員研修の計画的実施
・様々な場合を想定した避難訓練の実施と、職員の知見を深めるための計画的な研修を実施す
る。

〇一校一実践のチャレンジタイム
・前期のチャレンジタイムの結果を参考にしながら、さらなる体力づくり向上に取り組む。
〇体育・保健・家庭科・特別活動による、教科横断的な授業工夫の実施
・運動会では体育科で学習したことを生かし、学年に応じた演技や競技でもっている力をさらに
発展させられるような活動にする。
〇避難訓練や職員研修の計画的実施
・様々な場合を想定した避難訓練の実施。地域の総合防災訓練の情報を参考にし、災害時の
学校としての取組を確認する。

（１）健やかな体に関わる児童の実態
・全国体力・運動能力結果によると、実施した種目の
調査結果は、全国平均または、平均を上回る結果を
得ている。
・朝食を食べない児童が男女それぞれ15％前後確認
できた。
・体を動かすことへの抵抗はあまり見られず、休日は
親子で体を動かしたり遊んだりする家庭が３０％程見
られた。
・体育の授業では、友達からの助言を参考に自分で
工夫して取り組み、技術を習得した喜びを得た児童が
多く見られた。

（２）これまでの学校の取組状況
・「免疫力を高めよう」を軸に、運動、保健、食育など
の各分野で取り組んでいる。
・一校一実践運動は、ペア学年との触れ合いを軸に
運動に対する関心を高め、免疫力を高めるきっかけ
になる短縄跳びに取り組んでいる。
・保健・環境面では、水場のガイドラインや、石鹸の
ディスペンサー、空気循環のための扇風機の設置を
した。また、手洗いの時間と回数を明示し、互いの距
離に気を付けながら手洗いの習慣が身に付くよう、環
境整備に取り組んでいる。
・食育では栄養黒板の掲示、給食週間やカービー賞
の呼びかけを通して、食べることへの興味や、健康に
過ごす上での食事の大切さや感謝の気持ちを育むよ
う取り組んでいる。


